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こんなことが    まり ました 　３月定例会を２月29日（水）から３月16日（金）ま
で開催し、議案50件及び意見書案１件を原案のとおり可
決し、請願２件を採択しました。

３
月
定
例
会

新
設
さ
れ
た
条
例

■
公
共
施
設
等
整
備
基
金
条
例�

全
員
一
致

　
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
等
の
整
備
を
円
滑
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
財
源
に
充

て
る
た
め
、
基
金
条
例
を
制
定
す
る
。

全
部
改
正
さ
れ
た
条
例

■
市
有
林
条
例�

全
員
一
致

　
市
有
林
の
管
理
経
営
に
つ
い
て
、
三
次
市
森
林

整
備
計
画
に
基
づ
き
、
適
切
な
管
理
及
び
施
業
を

行
う
た
め
、
関
係
条
例
で
あ
る
三
次
市
有
林
野
管

理
条
例
の
名
称
も
含
め
全
部
を
改
正
す
る
。

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

■
防
災
会
議
条
例
等�

全
員
一
致

　
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
、
三
次
市
防
災
会
議
の
所
掌

事
務
に
「
三
次
市
水
防
計
画
を
調
査
審
議
す
る
こ

と
」
を
加
え
る
。

■
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
等�

全
員
一
致

　
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
で
き
る
組
織
を
整
備

す
る
た
め
、
非
常
勤
特
別
職
の
新
設
等
及
び
病
気

休
暇
を
取
得
す
る
職
員
に
対
す
る
規
定
の
見
直
し

に
伴
い
改
正
す
る
。

■
地
域
集
会
所
設
置
及
び
管
理
条
例�

全
員
一
致

　
三
次
市
郷
川
集
会
所
を
普
通
財
産
に
変
更
す
る

こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

■
手
数
料
徴
収
条
例
等�

全
員
一
致

　
建
築
確
認
申
請
等
の
手
数
料
の
見
直
し
に
伴
い

改
正
す
る
。
ま
た
、
併
せ
て
市
営
住
宅
等
に
係
る

延
滞
金
の
徴
収
方
法
を
他
の
条
例
で
規
定
す
る
徴

収
方
法
に
統
一
す
る
こ
と
に
伴
い
、
三
次
市
営
住

宅
設
置
及
び
管
理
条
例
ほ
か
４
条
例
を
改
正
す
る
。

■
学
校
給
食
共
同
調
理
場
設
置
及
び
管
理
条
例

�

全
員
一
致

　
志
和
地
小
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
学
校
給
食
共

同
調
理
場
等
を
再
編
成
す
る
こ
と
に
伴
い
改
正
す

る
。

　
そ
の
内
容
は
、
十
日
市
及
び
川
地
学
校
給
食
共

同
調
理
場
を
単
独
の
調
理
場
と
し
、
現
在
単
独
の

八
次
小
学
校
給
食
調
理
場
を
共
同
調
理
場
に
変
更

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
老
人
集
会
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例�

全
員
一
致

　
三
次
市
酒
屋
老
人
集
会
所
、
三
次
市
光
清
老
人

集
会
所
及
び
三
次
市
上
敷
名
老
人
集
会
所
を
普
通

財
産
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

■
介
護
保
険
条
例�

賛
成
多
数

　
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
見
直
し
に
伴
い

改
正
す
る
。

　
そ
の
内
容
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
の
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
等

に
基
づ
き
保
険
料
額
の
改
定
を
行
う
と
と
も
に
、

保
険
料
率
に
つ
い
て
現
行
の
６
段
階
を
８
段
階
に

変
更
す
る
等
の
見
直
し
を
行
う
も
の
。

■
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

�

全
員
一
致

　
指
定
ご
み
袋
の
種
類
を
新
た
に
追
加
す
る
こ
と

等
に
伴
い
改
正
す
る
。

■
工
場
等
設
置
奨
励
条
例�

全
員
一
致

　
工
場
等
の
設
置
奨
励
措
置
と
し
て
水
道
助
成
金

を
追
加
す
る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

■
都
市
公
園
設
置
及
び
管
理
条
例�

全
員
一
致

　
三
次
市
三
次
町
本
通
り
小
公
園
の
整
備
に
伴
い

改
正
す
る
。

■
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例�

全
員
一
致

　
医
療
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
市
立
三
次
中
央

病
院
の
診
療
科
目
を
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
改
正

す
る
。

■
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
条

例�

全
員
一
致

　
向
江
田
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
増
設

部
分
が
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
供
用
開
始
す

る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

■
市
議
会
委
員
会
条
例�

全
員
一
致

　

行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正
す

る
。
そ
の
内
容
は
、
総
務
常
任
委
員
会
の
所
管
に

企
業
誘
致
課
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
。

そ
の
他
の
議
案

■
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て�

全
員
一
致

　
外
国
人
登
録
法
の
廃
止
に
伴
い
、
広
島
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て�

全
員
一
致

　
吉
舎
徳
市
自
治
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

と
し
て
、吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
を
指
定
す
る
。

■
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

�

全
員
一
致

　
平
成
22
年
９
月
に
策
定
し
た
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
に
市
道
西
酒
屋
仁
賀
線
整
備
事
業
ほ
か
６

事
業
を
追
加
し
、
市
道
再
編
に
伴
う
市
道
16
路
線

の
路
線
名
を
変
更
す
る
。

■
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の

策
定
に
つ
い
て�

全
員
一
致

　
穴
笠
町
京
之
峡
辺
地
ほ
か
８
辺
地
に
係
る
公
共

的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す
る
。
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こんなことが    まり ました
平成 24 年　３月定例会

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

�

全
員
一
致

　
　
　
　
中
村　
芳
昭
（
十
日
市
南
）

　
　
　
　
野
村　
孝
子
（
三
次
町
）

　
　
　
　
堂
前　
洋
子
（
西
河
内
町
）

　
　
　
　
河
野　
教
恩
（
向
江
田
町
）

 

（
任
期
は
平
成
24
年
７
月
１
日
か
ら
３
年
間
）

■
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て�

全
員
一
致

　
　
　
　
田
邊　
宣
昭
（
畠
敷
町
）

 

（
任
期
は
平
成
24
年
４
月
30
日
か
ら
４
年
間
）

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て�

全
員
一
致

　
　
　
　
古
永　
雅
則
（
十
日
市
西
）

 

（
任
期
は
平
成
24
年
４
月
30
日
か
ら
４
年
間
）

■
公
益
通
報
審
査
会
委
員
の
委
嘱
の
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て�

全
員
一
致

　
　
　
　
髙
野　
隆
行
（
十
日
市
西
）

　
　
　
　
大
井　
睦
子
（
十
日
市
中
）

 

（
任
期
は
平
成
24
年
４
月
30
日
か
ら
２
年
間
）

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て�

全
員
一
致

　
　
　
　
藤
原　
博
已
（
三
良
坂
町
）

 

（
任
期
は
平
成
24
年
５
月
14
日
か
ら
４
年
間
）

　
　
　
　
児
玉　
一
基
（
上
川
立
町
）

 

（
任
期
は
平
成
24
年
５
月
17
日
か
ら
４
年
間
）

意
　
見
　
書

■
障
害
者
総
合
福
祉
法
（
仮
称
）
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書�

全
員
一
致

　
政
府
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
訴
訟
の
原
告
と

の
間
で
、「
速
や
か
に
応
益
負
担
制
度
を
廃
止
し
、

遅
く
と
も
平
成
25
年
８
月
ま
で
に
障
害
者
自
立
支

援
法
を
廃
止
し
、
新
た
な
総
合
的
な
福
祉
法
制
を

実
現
す
る
。」
と
の
基
本
合
意
を
交
わ
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
８
月
に
は
障
が
い
者
制
度
改

革
推
進
会
議
総
合
福
祉
部
会
に
お
い
て
「
障
害
者

総
合
福
祉
法
の
骨
格
に
関
す
る
総
合
福
祉
部
会
の

提
言
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
内
閣
府
担
当
大
臣

に
提
出
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、本
年
２
月
８
日
に
示
さ
れ
た
法
案
は
、

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正
に
と
ど
ま
り
、

多
く
の
課
題
を
先
送
り
し
て
い
る
。

　
よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
は
、
推
進
会
議
総
合
福

祉
部
会
が
取
り
ま
と
め
た
骨
格
提
言
を
最
大
限
尊

重
し
、反
映
さ
せ
た
障
害
者
総
合
福
祉
法
（
仮
称
）

を
確
実
に
制
定
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

請
願
（
採
択
し
た
も
の
）

■
障
害
者
総
合
福
祉
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て�

全
員
一
致

　
提
出
者　
社
会
福
祉
法
人
あ
ら
く
さ

　
　
　
　
　
理
事
長　
寺
田　
朱
美

■
幼
稚�

園
・
保
育
所
・
小
中
学
校
に
お
け
る
給
食

の
放
射
能
対
策
に
つ
い
て�

全
員
一
致

　
提
出
者　
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｙ
Ａ
子
育
て
の
会

　
　
　
　
　
代
表　
徳
岡　
真
紀　
ほ
か
６
名

選
　
　
挙

■
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
に
当
選

　
選
挙
管
理
委
員

　
　
深
水　
正
道
（
上
志
和
地
町
）

　
　
田
中　
惠
子
（
君
田
町
）

　
　
今
井　
純
子
（
三
良
坂
町
）

　
　
向
井　
敏
洋
（
甲
奴
町
）

　
補
充
員

　
　
山
本　
昭
信
（
布
野
町
）

　
　
亀
崎　
美
紀
（
作
木
町
）

　
　
早
川　
安
明
（
吉
舎
町
）

　
　
辰
川　
　
猛
（
三
和
町
）

 

（
任
期
は
平
成
24
年
４
月
30
日
か
ら
４
年
間
）

３月定例会　審議結果（全員一致以外のもの）

区　分
結
　
果

木
　
村

沖
　
原
菅
伊
達
（
亮
）

黒
　
瀬

篠
　
原

平
　
岡

竹
　
原

向
井
殿

大
　
森

助
　
木
林
國
　
岡

伊
達
（
英
）

池
　
田

久
保
井

近
　
藤

岡
　
田

小
　
田

福
　
岡

亀
　
井

須
　
山

保
　
実

宍
　
戸

新
　
家

杉
　
原

議案第１号
平成 24年度三次市
一般会計予算（案）

可
決
議
長○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×○○○○

議案第４号
平成 24年度三次市
介護保険特別会計予算（案）

可
決
議
長○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×○○○○

議案第 30号
三次市介護保険条例の
一部を改正する条例（案）

可
決
議
長○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×○○○○

決
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一般会計 384 億 3,000 万円（前年度当初より 2.6％減）

【特別会計予算】総額　188億 8,526 万 2千円
国民健康保険特別会計 65億 9,187 万 3千円 土地取得特別会計 220万 8千円
診療所特別会計 1億 7,038 万 7千円 下水道事業特別会計 23億 1,255 万 7千円
介護保険特別会計 69億 60万 8千円 農業集落排水事業特別会計 11億 1,534 万円
後期高齢者医療特別会計 7億 6,661 万 5千円 簡易水道事業特別会計 10億 2,567 万 4千円

【公営企業会計予算】

病院事業会計
収益的収入 79億 5,227 万 5千円 資本的収入 4億 8,482 万 6千円
収益的支出 79億 3,769 万 8千円 資本的支出 13億 8,067 万 6千円

水道事業会計
収益的収入 9億 4,419 万 3千円 資本的収入 7億 2,606 万 4千円
収益的支出 9億 1,792 万 6千円 資本的支出 11億 3,222 万 1千円

平成 23 年度特別会計・公営企業会計予算の補正
会　　計　　名 補　　正　　額 総　　　額

国民健康保険特別会計 8,723 万 9千円 64億 1,597 万 6千円
診療所特別会計 1,295 万 7千円 2億 8,152 万 4千円
介護保険特別会計 99万 6千円 67億 3,347 万 8千円
後期高齢者医療特別会計 ▲ 1,487 万 1千円 7億 1,888 万 9千円
下水道事業特別会計 2,652 万 3千円 24億 7,688 万 6千円
農業集落排水事業特別会計 ▲ 573万 8千円 10億 8,860 万 2千円
簡易水道事業特別会計 256万 6千円 11億 2,695 万 5千円

病院事業
会計

収益的収入 1億 204万円 80億 461万円
収益的支出 1億円 79億 9,316 万 4千円
資本的収入 7億 1,242 万 6千円 11億 5,975 万 2千円
資本的支出 530万円 12億 9,675 万 1千円

水道事業
会計

収益的収入 ▲ 344万 5千円 9億 4,309 万 3千円
収益的支出 234万 8千円 9億 2,054 万 7千円

  （▲は減額）

平成 23 年度　一般会計予算の補正（第７号）
総  額 429 億 5,032 万 7 千円補正額　３億8,370万１千円追加

《歳　　　出》　・基金積立金  ５億 9,032 万９千円
　　　　　　　・体育館耐震補強工事  １億 7,929 万円
　　　　　　　・三和中学校校舎外壁等改修工事  　　 6,300 万円
　　　　　　　・三次市土地開発公社補助金  　　 5,527 万９千円

《繰越明許費》　・市民ホール建設事業
　　　　　　　・三次駅周辺整備事業

《地　方　債》　・公共施設下水道接続事業の変更  ほか

主な補正内容

平成24年度予算を可決３月
定例会

42012（平成24）年５月10日発行



予
算
審
議

　

３
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
「
平
成
24

年
度
三
次
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）」
ほ

か
議
案
20
件
は
、
２
月
29
日
か
ら
３
月
14

日
ま
で
の
間
、
５
日
間
に
わ
た
り
、
予
算

特
別
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
査
し
、

16
日
の
本
会
議
に
お
い
て
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
。

予
算
特
別
委
員
長
報
告

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に

審
査
付
託
さ
れ
た
議
案
第
１
号
「
平
成
24

年
度
三
次
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）」
及

び
議
案
第
４
号
「
平
成
24
年
度
三
次
市
介

護
保
険
特
別
会
計
予
算
（
案
）」
に
つ
い

て
は
、
審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
を
も
っ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
よ
い
も
の
と

決
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
２
号
「
平
成
24
年
度

三
次
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

（
案
）」
ほ
か
議
案
18
件
に
つ
い
て
は
、
審

査
の
結
果
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
し
て
よ
い
も
の
と
決
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
各
委
員
か
ら

述
べ
ら
れ
た
指
摘
及
び
意
見
に
つ
い
て
、

そ
の
総
意
と
さ
れ
た
も
の
は
次
の
と
お
り
。

議
案
第
１
号
「
平
成
24
年
度
三
次
市
一
般

会
計
予
算
（
案
）」
に
つ
い
て

1
市
民
ホ
ー
ル
建
設
事
業
の
用
地
取
得

費
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
見
通
し
以

上
の
予
定
額
で
あ
り
、
今
後
の
事
業
執
行

に
当
た
っ
て
は
十
分
留
意
さ
れ
た
い
。

2
三
次
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
市
の
玄
関
口
の
整
備
と
い
う
重

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
賑
わ
い
の
創

出
の
た
め
財
源
も
含
め
て
広
い
視
野
で
の

事
業
実
施
を
さ
れ
た
い
。

3
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

の
開
通
を
控
え
た
こ
の
時
期
に
あ
っ

て
、
道
の
駅
整
備
な
ど
の
地
域
戦
略
プ

ラ
ン
の
主
要
項
目
の
具
体
的
取
組
の
遅
れ

が
懸
念
さ
れ
る
。
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
各
事
業
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

4
み
よ
し
運
動
公
園
へ
の
大
型
遊
具
整

備
の
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
各

部
署
間
で
の
横
断
的
な
連
携
に
よ
り
、
無

駄
の
な
い
有
効
的
な
予
算
執
行
に
努
め
ら

れ
た
い
。

5
行
財
政
改
革
の
観
点
か
ら
、
更
に
経

常
経
費
等
の
削
減
を
図
る
な
ど
、
将

来
の
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
を
見
通

し
た
予
算
編
成
に
努
め
ら
れ
た
い
。

6
職
員
の
定
員
管
理
は
、
年
齢
構
成
が

将
来
に
わ
た
り
適
正
に
推
移
す
る
よ

う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

7
各
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
お
い
て

は
、
事
前
に
調
査
研
究
を
十
分
に
行

い
、
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
、
投
資
効

果
が
現
れ
る
事
業
と
さ
れ
た
い
。

8
各
種
計
画
策
定
に
つ
い
て
の
業
務
委

託
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
業
者
任

せ
で
な
く
、
市
が
主
体
性
を
持
ち
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

9
市
民
に
対
す
る
防
災
や
行
政
情
報
の

伝
達
手
段
に
つ
い
て
は
、
統
一
し
た

シ
ス
テ
ム
を
早
期
に
構
築
さ
れ
た
い
。

�
適
切
な
保
育
所
入
所
措
置
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
、
保
育
行
政
の
更
な
る
充

実
を
早
期
に
図
ら
れ
た
い
。

�
保
育
所
運
営
の
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
所
現

場
に
お
け
る
正
規
職
員
と
臨
時
職
員
と
の

比
率
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、
臨
時
職

員
の
処
遇
改
善
に
早
急
に
取
り
組
ま
れ
た

い
。�

み
よ
し
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
市
民
へ
の

周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
参
加

に
よ
る
具
体
的
施
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

�
新
斎
場
に
つ
い
て
は
、
地
域
や
利
用

者
の
利
便
性
に
十
分
配
慮
し
た
、
ス

ム
ー
ス
な
運
営
を
行
わ
れ
た
い
。

�
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の

必
要
性
に
鑑
み
、
な
お
一
層
の
事
業

促
進
を
図
ら
れ
た
い
。

�
企
業
誘
致
の
実
現
に
向
け
、
新
た
に

市
長
直
属
と
な
る
企
業
誘
致
課
の
機

能
を
十
分
発
揮
さ
せ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。�

各
事
業
実
施
に
お
い
て
は
、
新
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
と
の
整
合
を
図
り
、

地
域
間
に
お
け
る
進
捗
状
況
の
差
の
是
正

に
努
め
ら
れ
た
い
。

�
中
学
校
の
武
道
必
修
化
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
安
全
対
策
を
講
じ
る
な

ど
慎
重
な
取
組
と
さ
れ
た
い
。

�
業
務
委
託
や
物
品
購
入
等
の
発
注
に

お
い
て
は
、
可
能
な
限
り
市
内
業
者

を
優
先
し
た
も
の
と
さ
れ
た
い
。

�
新
年
度
に
お
い
て
早
期
事
業
着
手
が

で
き
る
よ
う
、
工
事
請
負
等
早
い
執

行
を
行
わ
れ
た
い
。

�
安
心
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験
を
踏
ま
え
た
、
よ
り
使
い
や
す
い

有
効
な
シ
ス
テ
ム
の
展
開
に
向
け
て
取
り

組
ま
れ
た
い
。

議
案
第
４
号
「
平
成
24
年
度
三
次
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算
（
案
）」
に
つ
い
て

1
介
護
認
定
率
が
県
内
他
市
町
よ
り
高

い
現
状
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
を
十

分
把
握
さ
れ
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

2
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
取
組
を
強
化
さ
れ
た
い
。

議
案
第
10
号
「
平
成
24
年
度
三
次
市
病
院

事
業
会
計
予
算
（
案
）」
に
つ
い
て

1
看
護
師
配
置
基
準
７
対
１
の
早
期
実

現
に
向
け
、
よ
り
き
め
細
か
な
取
組

を
行
い
、
一
層
の
強
化
を
さ
れ
た
い
。

2
医
師
、
看
護
師
等
の
医
療
職
確
保
の

た
め
、
院
内
保
育
所
の
設
置
な
ど
働

き
や
す
い
環
境
と
労
働
条
件
の
改
善
に
努

め
ら
れ
た
い
。

議
案
第
19
号
「
平
成
23
年
度
三
次
市
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）（
案
）」
に
つ
い
て

1
三
良
坂
町
仁
賀
浄
水
場
の
硬
度
上
昇

問
題
に
つ
い
て
、地
域
住
民
の
健
康
、

生
活
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ

り
、
抜
本
的
な
対
策
を
早
期
に
実
施
さ
れ

た
い
。
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委員会審査
（委員長報告）

総務常任委員会
　３月定例会において、本委員会に審査付託された議案８件については、いずれも全員一致で可決してよいも
のと決した。
　審査の過程において、各委員から述べられた指摘及び意見について、その主なものは次のとおり。
　議案第 22 号「三次市公共施設等整備基金条例（案）」については、市が所有する公共施設の整備について、
将来的視点に基づいたガイドラインを明確にし、計画的な整備を図られたい。
　次に、議案第 24 号「三次市防災会議条例及び三次市水防協議会条例の一部を改正する条例（案）」については、
災害派遣された方や災害現場に詳しい人材を三次市防災会議及び三次市水防協議会の委員に入れて、防災及び
水防の確実で実効性ある対策の実施に努められたい。
　次に、議案第 25 号「三次市職員の勤務条件の見直しのための関係条例の整備等に関する条例（案）」につ
いては、病気休暇を取得する職員の早期かつスムースな職場復帰ができるよう、条例の適切な運用を図るとと
もに、今後、臨時的任用職員の処遇改善も図られたい。
　最後に、議案第 32 号「三次市工場等設置奨励条例の一部を改正する条例（案）」については、企業誘致の
優遇措置や立地条件等、三次市の優位性等を広く周知するとともに、多様な措置も検討しながら、強力かつ早
期に企業誘致の実現を図られたい。

教育民生常任委員会
　３月定例会において、本委員会に審査付託された議案６件及び請願２件について、議案第 30 号「三次市介
護保険条例の一部を改正する条例（案）」は、賛成多数で可決してよいものと決した。
　次に、議案第 28 号「三次市学校給食共同調理場設置及び管理条例の一部を改正する条例（案）」ほか議案
４件については、いずれも全員一致で可決してよいものと決した。
　次に、請願第１号「障害者総合福祉法の制定を求める意見書の提出について」及び請願第２号「幼稚園・保
育所・小中学校における給食の放射能対策について」は、願意妥当と認め、全員一致で採択してよいものと決
した。
　審査の過程において、各委員から述べられた指摘及び意見について、その主なものは次のとおり。
　議案第 28 号については、学校給食調理場の再編・統合に当たって、保護者等に対して早い時期に情報を提
供し、説明責任を果たされたい。
　次に、議案第 30 号については、
１ 　介護保険料の改定に当たっては、協議経過等について早めに情報を提供するとともに、住民等に対して十

分な説明を行い、理解を得る努力をされたい。
２ 　次期３年間の介護保険事業については、第５期介護保険事業計画（案）に記載されているとおり、年度ご

とに事業の進捗状況、運営状況等を公表し、住民等に対してわかりやすい情報提供に努められたい。
３ 　今後も要介護等認定者の増加が予測される中、介護給付費の抑制へ向けて、引き続き介護予防事業の取組

を強化されたい。
４ 　介護保険料については、県内他市町においても増額改定案が発表されており、将来における介護保険財政

の基盤安定化のため、介護保険制度自体の抜本的な見直しについて、国等に対し要請されたい。

産業建設常任委員会
　３月定例会において、本委員会に審査付託された議案３件について、いずれも全員一致で可決してよいもの
と決した。
　審査の過程において、各委員から述べられた指摘及び意見について、その主なものは次のとおり。
　議案第 27 号「三次市手数料徴収条例の一部を改正する条例（案）」については、
１ 　建築確認申請等の手数料について、引上げに至った経過や改正された内容等を十分周知し、市民の理解を

得るよう努められたい。
２ 　更なる市民サービス向上のため、建築確認申請から確認完了までの事務が迅速になされるよう鋭意努力さ

れたい。
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市政を問う
　３月定例会では、11人が市政をただしました。
　質問と答弁の一部を発言順に紹介します。詳細については、会議録を製本の後、議会事務局、各支所、
三次市立図書館及び分館に常設します。また、三次市ホームページ（アドレスは下記のとおり）でもご覧
いただけます。
　なお、一問一答方式で一般質問を行っていますが、紙面の都合上まとめて記載しています。

HPアドレス
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp
� →市議会のページ�→市議会議事録

…………平成24年３月定例会　一般質問��

公
　
明
　
党

　
改
正
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
で
取
り
組

む「
医
療
と
介
護
の
役
割
分
担
・
連
携
強

化
」と
は
ど
の
よ
う
な
取
組
な
の
か
。

　
ま
た
、
医
療
関
係
者
、
介
護
保
険
関
係

者
と
ど
の
よ
う
に
協
議
す
る
の
か
。

　

医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
要
介
護
高
齢
者

が
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
な

が
ら
在
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

入
院
、
退
院
、
在
宅
復
帰
を
通
じ
て
切
れ

目
な
く
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
医
療
と
介
護
の
効
果
的
な

連
携
に
よ
り
支
援
す
る
体
制
を
整
備
し
て

い
く
。

　
か
わ
に
し
小
規
模
多
機
能
施
設
は
診
療

所
に
隣
接
し
、
同
じ
指
定
管
理
者
で
運
営

す
る
た
め
、
こ
れ
を
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
捉
え
、
医
療
と
介
護
の
連
携
に

よ
る
相
乗
効
果
を
検
証
し
て
い
く
。

　
農
産
物
を
生
産
し
、
販
売
す
る
だ
け
で

は
農
家
の
収
入
は
限
ら
れ
て
い
る
。

　
国
は
６
次
産
業
化
法
を
制
定
し
、
農
林

水
産
物
を
利
用
し
た
新
た
な
商
品
開
発
や

販
路
開
拓
を
支
援
す
る
こ
と
に
し
て
い
る

が
、
本
市
の
対
応
は
。

　
市
で
は
６
次
産
品
推
進
事
業
と
し
て
こ

れ
ま
で
も
、
加
工
施
設
の
整
備
や
機
械
導

入
に
支
援
し
て
い
る
が
、
６
次
産
品
製
造

を
は
じ
め
販
路
拡
大
に
は
、
が
ん
ば
る
ま

ち
づ
く
り
支
援
事
業
と
し
て
、
加
工
機
器

の
導
入
や
販
売
施
設
の
整
備
を
支
援
し
、

農
産
物
の
生
産
・
販
売
促
進
を
通
じ
て
各

地
域
の
活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
考
え
て
い

る
。

農
家
収
入
の
向
上
を
図
る
に
は

質問1

かわにし小規模多機能施設

医
療
と
介
護
の
役
割
分
担
・

連
携
強
化
と
は

質問2
が
ん
ば
る
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業
で
支
援
し
て
い
く

�

堂
本
産
業
部
長

答弁1

医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
要
介
護

高
齢
者
を
支
援
す
る
体
制
を

整
備
す
る�

森
田
福
祉
保
健
部
長

答弁2

久保井昭則
Kuboi Akinori
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日
本
共
産
党

無
　
所
　
属

　
新
年
度
の
４
月
か
ら
、
新
学
習
指
導
要

領
に
よ
っ
て
中
学
校
１
、
２
年
の
保
健
体

　
三
次
中
央
病
院
医
師
の
短
時
間
勤
務
の

　
市
内
12
中
学
校
に
お
い
て
、
今
年
度
武

道
の
時
間
を
設
け
、
け
が
を
起
こ
さ
な
い

こ
と
を
前
提
に
試
行
し
て
き
た
。

　
完
全
と
は
言
わ
な
い
が
施
設
や
指
導
者

の
育
成
な
ど
準
備
を
整
え
て
き
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
に
十
分
留
意
し
な
が

ら
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
完
全
実
施
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
育
児
に
こ
だ
わ
ら
な
い
短
時
間
勤
務
制

度
の
検
討
や
、
相
談
体
制
に
つ
い
て
も
病

院
内
の
医
局
を
中
心
に
整
え
て
お
り
、
女

性
医
師
が
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し

て
い
る
。

　
院
内
保
育
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
当
院
の
女
性
医
師
は
５
名
と

な
っ
て
お
り
、
医
師
確
保
も
困
難
な
こ
と

か
ら
女
性
医
師
に
よ
る「
女
性
専
用
外
来
」

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
な
課
題
と

考
え
て
い
る
。

　
政
府
は
、
所
得
の
低
い
人
ほ
ど
負
担
率

が
高
く
逆
進
性
の
強
い
消
費
税
の
大
増
税

を
計
画
し
、
本
市
も
来
年
度
か
ら
の
介
護

保
険
料
の
大
幅
引
上
げ
を
提
案
し
て
い

る
。

　
税
制
の
民
主
的
改
革
や
、
介
護
保
険
制

度
の
抜
本
的
見
直
し
と
、
国
庫
負
担
増
額

を
国
に
対
し
て
も
っ
と
強
く
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
武
道
必
修
化
に
よ
る
指
導
教
員
の
研
修

は
重
要
で
あ
る
。
伝
統
文
化
を
継
承
し
次

代
を
担
う
子
ど
も
達
の
武
道
教
育
を
進
め

て
い
く
う
え
で
、
指
導
者
を
醸
成
す
る
基

盤
と
し
て
、
武
道
修
練
の
専
用
施
設
が
必

要
で
あ
る
。

　
武
道
館
建
設
の
請
願
は
す
で
に
採
択
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
重
み
の
認
識
は
ど
う

か
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
税
体
系
の
構
築
、

低
所
得
者
に
配
慮
し
な
が
ら
の
現
役
世
代

の
負
担
軽
減
、
社
会
保
障
の
安
定
的
な
運

営
な
ど
の
直
接
市
民
生
活
に
影
響
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
体
の
長
と
し
て

積
極
的
に
意
見
を
し
て
い
く
。

　
平
成
21
年
６
月
の
市
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
武
道
館
建
設
の
請
願
が
全
会
一
致

で
採
択
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
重
く

受
け
と
め
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
計
画
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
が
、
次
期
総
合
計
画
策
定
の
中
で
、
ス

ポ
ー
ツ
の
ま
ち
三
次
の
推
進
や
財
政
状
況

な
ど
を
勘
案
し
、
総
合
的
に
考
え
て
い
く
。

国
の
施
策
に
対
し
、

も
っ
と
強
く
意
見
を

述
べ
る
べ
き
で
は
な
い
か

中
学
校
の
武
道
必
修
化
に
伴
い

武
道
館
の
建
設
を

質問1

質問1

育
で
武
道
を
必
修
科
目
と
し
て
教
え
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
特
に
柔
道
は
、
部
活
動
中
な
ど
で
の
事

故
が
多
く
死
亡
率
も
高
い
。

　
わ
ず
か
な
時
間
の
指
導
者
研
修
で
は
安

全
対
策
が
不
十
分
と
考
え
る
が
、
実
施
を

延
期
す
る
考
え
は
な
い
か
。

中
学
校
で
の
武
道
必
修
化
に

お
け
る
安
全
対
策
は

質問2

市
立
三
次
中
央
病
院
に
お
け
る

女
性
医
師
へ
の
支
援
と

女
性
専
用
外
来
の
設
置
を

質問2

市
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に

積
極
的
に
意
見
を
し
て
い
く

�

増
田
市
長

答弁1

検
討
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る�

増
田
市
長

答弁1

平
成
24
年
度
完
全
実
施
に

向
け
て
準
備
を
整
え
て
い
る

�

児
玉
教
育
長

答弁2

働
き
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め

て
い
く�

田
邊
市
民
病
院
部
事
務
部
長

答弁2

須山　敏夫
Suyama Toshio

篠原多恵子
Shinohara Taeko

導
入
を
検
討
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
女
性
医

師
が
生
き
生
き
と
気
兼
ね
な
く
働
き
続
け

ら
れ
る
院
内
保
育
、
相
談
体
制
等
の
環
境

整
備
を
進
め
、
女
性
患
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
、
女
性
医
師
の
主
体
性
と
感
性
が
発

揮
で
き
る
女
性
専
用
外
来
の
設
置
を
提
案

す
る
が
考
え
は
。
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清
　
友
　
会

清
　
友
　
会

　
執
行
部
と
議
会
は
車
の
両
輪
の
ご
と
く

運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
わ
れ

て
お
り
、
議
会
と
執
行
部
が
十
分
議
論
、

激
論
し
進
め
な
け
れ
ば
、
市
民
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
る
。
市
長
の
考
え
を
伺

う
。

　
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は

現
計
画
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
が
、
状
況

を
伺
う
。

　
ま
た
、
計
画
期
間
の
変
更
や
中
途
で
の

見
直
し
を
可
能
と
す
る
な
ど
改
善
し
、
市

長
の
考
え
方
や
社
会
情
勢
の
変
化
を
反
映

す
べ
き
と
思
う
が
考
え
は
。

　
本
市
の
行
政
運
営
の
基
本
姿
勢
は
、
市

民
の
思
い
や
願
い
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

に
あ
り
、
議
会
と
の
緊
張
感
あ
る
討
論
や

連
携
を
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
し
て
い

る
。

　
お
互
い
に
同
じ
市
民
の
負
託
を
受
け
た

も
の
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
に
理
解
を
深
め
、

信
頼
し
あ
う
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
市
民

の
声
を
大
切
に
し
た
行
政
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
併
せ
て
、議
会
と
情
報
を
共
有
し
、し
っ

か
り
議
論
を
深
め
、
市
民
の
負
託
に
応
え

る
行
政
運
営
を
め
ざ
し
て
い
く
。

�

藤
井
地
域
振
興
部
長

　

次
期
総
合
計
画
策
定
の
過
程
の
中
で
、

現
在
の
総
合
計
画
に
つ
い
て
全
般
的
な
検

証
作
業
を
進
め
て
い
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

�

増
田
市
長

　
総
合
計
画
は
中
・
長
期
の
ま
ち
づ
く
り

の
根
幹
的
な
指
針
で
あ
り
、
市
長
交
代
の

た
び
に
策
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
次
期
総
合

計
画
の
策
定
を
平
成
24
年
度
か
ら
開
始

し
、
１
年
前
倒
し
し
て
平
成
25
年
度
末
ま

で
に
策
定
し
て
い
く
。

　
本
事
業
は
、
春
木
地
区
ま
で
を
第
１
期

地
区
と
し
て
平
成
17
年
度
か
ら
25
年
度
完

成
を
め
ざ
し
建
設
中
で
あ
る
が
、
進
捗
状

況
を
伺
う
。
ま
た
、
第
２
期
地
区
で
あ
る

春
木
藤
根
原
か
ら
三
和
町
へ
の
事
業
採
択

は
、
広
島
県
の
新
年
度
予
算
の
減
額
か
ら

み
て
危
惧
し
て
い
る
が
、
実
現
性
に
つ
い

て
伺
う
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改
革

推
進
計
画
の
中
で
外
部
委
託
を
検
討
さ
れ

て
き
た
が
、
６
年
間
未
達
成
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
効
果
も
明
確
で
な
く
、
安
易
な
経

費
削
減
は
避
け
、
学
校
給
食
は
教
育
の
一

環
と
し
て
、
三
次
の
特
徴
を
生
か
し
、
子

ど
も
第
一
で
取
り
組
む
べ
き
だ
が
考
え
は
。

　
第
１
期
地
区
の
平
成
23
年
度
末
の
進
捗

率
は
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
約
70
％
の
見
込

み
で
あ
り
、
県
は
平
成
25
年
度
の
完
成
を

目
標
と
し
て
い
る
。

　
第
２
期
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
に
は
国
へ
の
採
択
申
請
を
行
い
、
平
成

25
年
度
採
択
に
向
け
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　
な
お
、
事
業
採
択
に
当
た
っ
て
は
、
農

道
の
受
益
者
約
４
，
０
０
０
人
の
同
意
が

必
要
と
な
る
た
め
、
今
年
の
秋
に
は
同
意

書
提
出
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
前
行
財
政
改
革
推
進
計
画
で
の
給
食
調

理
場
の
外
部
委
託
計
画
は
、
安
全
性
の
確

保
や
委
託
業
者
の
選
定
方
法
等
の
検
討
に

時
間
を
要
し
、
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
今
後
、
課
題
を
克
服
し
、
平
成
24
年
度

中
に
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画
を
立

て
、
平
成
25
年
度
か
ら
順
次
実
施
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
安
全
性
の
確
保
と
と
も
に
、
地

産
地
消
、
食
育
を
推
進
す
る
三
次
の
よ
さ

を
反
映
す
る
よ
う
委
託
契
約
の
中
に
盛
り

込
ん
で
い
く
。

県
営
備
北
南
部
地
区

広
域
営
農
団
地
農
道
事
業
の

進
捗
状
況
と
実
現
性
は

学
校
給
食
の

外
部
委
託
の
方
向
性
は

質問1

質問1

三次市総合計画

県営備北南部地区広域営農団地農道
（東酒屋町）

市
長
の
行
政
運
営
に
お
け
る

議
会
と
の
関
係
は

質問2

三
次
市
総
合
計
画
の
検
証
と

改
善
の
考
え
は

質問2

約
70
％
の
進
捗
で
あ
り
、

第
２
期
地
区
は
採
択
へ
の
取
組

を
進
め
て
い
く�

堂
本
産
業
部
長

答弁1

平
成
25
年
度
か
ら

順
次
実
施
し
て
い
き
た
い

�

白
石
教
育
次
長

答弁1

議
会
と
情
報
を
共
有
し
、

緊
張
感
あ
る
討
論
や

連
携
を
し
て
い
く�

増
田
市
長

答弁2

全
般
的
な
検
証
を
行
い
な
が
ら

１
年
前
倒
し
し
て
策
定
し
て
い
く

答弁2

伊達　亮詞
Date Ryouji

宍戸　　稔
Shishido Minoru
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新
　
和
　
会

新
　
和
　
会

　
文
化
会
館
の
跡
地
利
用
を
考
え
て
い
く

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
三
次
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
会
は
、
現
在
、
三
次
町
の

全
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
６
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
三
次
町
の
長

所
や
魅
力
の
掘
り
起
こ
し
等
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

伺
う
。

　
尾
道
市
と
松
江
市
が
、
２
月
５
日
姉
妹

都
市
提
携
を
締
結
し
た
。

　
平
成
26
年
度
の
尾
道
松
江
線
の
全
線
開

通
を
見
据
え
、
両
市
が
観
光
、
文
化
、
経

済
な
ど
で
広
域
連
携
を
強
め
る
こ
と
に
な

る
が
、
両
市
の
姉
妹
都
市
提
携
を
市
長
は

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
本
年
度
中
に

ま
ち
づ
く
り
の
哲
学
を
共
有
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
る
。

　
平
成
24
年
度
に
は
、
共
有
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
哲
学
を
も
と
に
、
住
民
、
団
体
、

市
な
ど
の
各
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
取
組
を

具
体
化
し
て
い
き
、
可
能
な
も
の
か
ら
実

行
し
て
い
く
。

　
尾
道
市
・
松
江
市
と
の
交
流
も
大
事
で

は
あ
る
が
、む
し
ろ
、隣
接
す
る
庄
原
市・

安
芸
高
田
市
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

庄
原
市
に
は
備
北
丘
陵
公
園
が
あ
り
、

安
芸
高
田
市
に
は
神
楽
な
ど
の
魅
力
的
な

観
光
資
源
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
広
域
観
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
広
域
エ
リ
ア

全
体
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
本
市
の
小
中
学
校
の
学
力
は
民
間
テ
ス

ト
の
導
入
に
よ
り
３
年
間
で
全
国
平
均
へ

到
達
、
そ
の
後
は
概
ね
全
国
平
均
以
上
を

維
持
し
て
き
た
と
認
識
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
策
定
中
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

（
案
）に
よ
れ
ば
学
力
の
向
上
は
伸
び
悩
ん

で
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
問
題
点
及
び
今

後
の
対
応
策
を
伺
う
。

　
尾
道
松
江
線
の
開
通
に
よ
り
、
本
市
は

高
速
道
路
の
結
節
点
と
な
り
企
業
誘
致
に

は
最
高
の
場
所
と
な
る
が
、
ア
ク
セ
ス
道

が
悪
い
。

　
大
型
自
動
車
が
離
合
可
能
な
道
路
は
、

国
道
３
７
５
号
か
ら
の
一
路
線
し
か
な
い

が
、
以
前
か
ら
要
望
し
て
い
る
国
道
１
８

４
号
へ
通
じ
る
路
線
整
備
の
状
況
は
。

　

教
育
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）で
は
、「
ふ
る
さ

と
三
次
を
愛
し
、
誇
り
に
思
い
、
夢
を

も
ち
学
び
続
け
る
力
と
社
会
の
一
員
と

し
て
積
極
的
に
貢
献
す
る
志
を
も
っ
た

子
ど
も
」を
育
て
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る

が
、そ
の
基
盤
と
な
る
の
は
学
力
で
あ
り
、

様
々
な
知
識
・
技
能
や
経
験
を
組
み
合
わ

せ
て
課
題
を
解
決
す
る
力
を
育
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
自
分
な
り
の
夢
を
持
ち
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
学
び
続
け
る
力
を
確
実
に

身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
小
中
一
貫

教
育
が
有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

考
え
、
今
年
度
、「
三
次
市
小
中
一
貫
教

育
基
本
構
想
」を
策
定
し
、
具
体
的
な
取

組
を
進
め
て
い
る
。

　
大
型
車
両
が
離
合
可
能
な
工
業
団
地
へ

の
新
規
ア
ク
セ
ス
道
と
し
て
、
市
道
宗
祐

線（
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
跨
線
橋
か
ら
宗
祐
池
寄

り
地
点
）か
ら
緑
岩
橋（
中
国
縦
貫
自
動
車

道
に
架
か
る
工
業
団
地
入
口
）を
連
絡
す
る

延
長
約
５
４
０
ｍ
の
区
間
に
お
い
て
、
市

道
十
日
市
１
９
４
号
線
の
道
路
改
良
事
業

を
計
画
し
て
い
る
。

　
現
在
は
、
用
地
買
収
の
準
備
を
行
っ
て

お
り
、
来
年
度
に
は
用
地
買
収
と
工
事
着

手
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

学
力
向
上
の
問
題
点
は

三
次
工
業
団
地
の

ア
ク
セ
ス
道
整
備
を

質問1

質問1

三次町本通り小公園に
設置されたトイレ

三次工業団地入口に架かる緑岩橋

三
次
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
今
後

の
予
定
は

質問2

尾
道
市
と
松
江
市
と
の
姉
妹
都

市
提
携
を
ど
う
受
け
止
め
る
か

質問2

課
題
を
解
決
す
る
力
を
育
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る�

白
石
教
育
次
長

答弁1

市
道
十
日
市
１
９
４
号
線
の

道
路
改
良
事
業
を

計
画
し
て
い
る�

花
本
建
設
部
長

答弁1

平
成
24
年
度
か
ら
各
団
体
に
お

い
て
取
組
を
具
体
化
し
て
い
く

�

津
森
副
市
長

答弁2

隣
接
市
と
の
連
携
強
化
が

重
要
で
あ
る�

増
田
市
長

答弁2

向井殿逸司
Mukaidono Itsuji

新家　良和
Shinke Yoshikazu

102012（平成24）年５月10日発行
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新
　
和
　
会

　
障
害
者
が
安
心
し
て
三
次
に
住
み
続
け

る
た
め
に
は
、
雇
用
機
会
の
拡
大
が
必
要

で
あ
る
が
、
現
在
の
市
役
所
で
の
雇
用
状

況
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
法
定
雇
用
率
２
・
１
％
は
最
低

ラ
イ
ン
で
あ
り
、
一
般
職
の
採
用
の
み
で

な
く
幅
広
い
採
用
方
法
を
考
え
て
は
ど
う

か
。

　
青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就
農
後
の

定
着
を
図
り
、
就
農
人
口
の
増
大
を
め
ざ

す
新
た
な
国
の
支
援
事
業
は
、
休
耕
地
、

遊
休
地
を
活
用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
定
住
対
策
、
人

口
増
対
策
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
今
後

の
取
組
を
伺
う
。

　
市
役
所
に
お
け
る
障
害
者
の
雇
用
状
況

は
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
が
、
退
職
等
も
控
え
て
お
り
、
引

き
続
き
雇
用
の
拡
大
に
向
け
て
努
力
し
て

い
く
。

　

ま
た
、
障
害
者
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
一
般
職
の
採
用
と
い
う
形
で

の
募
集
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

国
の
事
業
の
ひ
と
つ
新
規
就
農
者
確
保

事
業
は
、
青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就

農
後
の
定
着
を
図
る
た
め
に
、
最
長
７
年

間
に
わ
た
り
、
各
年
で
１
５
０
万
円
ず
つ
の

交
付
を
行
い
、
集
落
法
人
へ
は
、
雇
用
就

農
促
進
と
し
て
１
２
０
万
円
を
２
年
間
交

付
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
市
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
支
援
は
新

規
就
農
者
の
定
着
を
図
る
た
め
に
は
必
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
要
件
な
ど
が
明
ら
か

に
な
れ
ば
、啓
発
も
含
め
て
支
援
し
て
い
く
。

　
新
た
に
農
業
等
に
取
り
組
み
、
三
次
に

住
ん
で
み
た
い
と
考
え
る
方
へ
の
相
談
窓

口
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
農
業
を
始
め
る
に
は
農
地
の
他

に
農
機
具
や
資
材
等
の
購
入
に
多
額
の
資

金
が
必
要
と
な
る
が
、
預
託
融
資
や
利
子

補
給
等
の
新
た
な
支
援
で
定
住
者
を
増
や

す
考
え
は
な
い
か
。

　
合
併
当
初
の
人
口
が
８
年
経
過
し
た
現

在
４
，
４
０
０
人
も
減
少
し
て
い
る
。

　
様
々
な
定
住
対
策
は
講
じ
ら
れ
て
い
る

が
更
な
る
強
力
施
策
で
若
者
定
住
に
よ
る

多
く
の
新
し
い
命
の
誕
生
や
、Ｉ
タ
ー
ン
、

Ｕ
タ
ー
ン
増
で
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
な
け
れ
ば
将
来
の
三
次
市
は
な
い
が
施

策
は
。

　
就
農
相
談
窓
口
に
つ
い
て
は
、
農
政
課

が
主
体
と
考
え
て
お
り
、
栽
培
技
術
あ
る

い
は
管
理
な
ど
に
つ
い
て
は
県
の
北
部
農

業
技
術
指
導
所
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
者
へ
は
生
活
支
援
、

農
地
取
得
及
び
機
械
の
購
入
に
つ
い
て
、

新
規
就
農
者
受
入
拡
大
事
業
と
し
て
支
援

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
国
も

様
々
な
制
度
を
創
設
し
て
き
て
お
り
、
融

資
制
度
な
ど
に
つ
い
て
検
討
課
題
と
し
て

い
く
。

　
新
築
奨
励
金
事
業
や
空
き
家
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
に
よ
っ
て
定
住
者
の
増
加
を
図
る

ほ
か
、
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
す
た
め
、

就
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
、
就
職
活

動
に
役
立
つ
情
報
を
届
け
て
い
く
。

　

三
次
市
雇
用
労
働
対
策
協
議
会
で
は
、

市
内
企
業
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、

地
元
で
の
就
業
機
会
の
創
出
を
図
る
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
求
人

情
報
の
提
供
や
就
職
相
談
面
接
会
の
開
催

も
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
教
育
、

医
療
、
雇
用
の
確
保
な
ど
総
合
的
な
対
策

を
行
う
ほ
か
、
不
妊
治
療
費
の
助
成
等
の

様
々
な
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

新
規
就
農
へ
の
支
援
拡
充
で

定
住
者
の
増
加
を

定
住
対
策
を
積
極
的
に
進
め
よ

質問1

質問1

きんさい三次（産業編）

市
役
所
で
の
障
害
者
の

雇
用
拡
大
の
考
え
は

質問2

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
の

活
用
は

質問2

新
た
な
制
度
の
導
入
を

検
討
す
る�

堂
本
産
業
部
長

答弁1

各
種
事
業
で
積
極
的
に

取
り
組
む�

藤
井
地
域
振
興
部
長

答弁1

引
き
続
き
雇
用
拡
大
に

努
め
て
い
く�

元
廣
総
務
部
長

答弁2

新
規
就
農
者
の
定
着
に
は
必
要

と
考
え
て
い
る�

堂
本
産
業
部
長

答弁2

池田　　徹
Ikeda Tooru

菅　　三司
Kan Mitsushi
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生
涯
に
わ
た
っ
て
人
間
形
成
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
場
で
あ
る
保
育
所
は
責
任

を
持
っ
て
市
の
直
営
で
行
う
べ
き
で
あ

り
、
子
育
て
に
お
い
て
将
来
ま
で
責
任
を

取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
市
民
、
職

員
、
保
護
者
へ
は
民
営
化
へ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
策
定
の
後
に
説
明
を
す
べ
き
で
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
農
作
物
被
害
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
市
と
し
て
も
色
々

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
中
で
も
防
護

柵
設
置
の
要
望
は
多
い
。
し
か
し
、
防
護

柵
だ
け
で
は
道
路
、
水
路
、
河
川
か
ら
の

侵
入
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
道
路
を
横
断
す
る
グ
レ
ー
チ
ン
グ
設
置

は
期
待
で
き
る
が
、
多
額
の
費
用
が
か
か

る
た
め
補
助
事
業
と
し
て
対
応
で
き
な
い

か
。

　
市
立
保
育
所
の
民
間
委
託
に
係
る
基
本

方
針
に
基
づ
い
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
て
示
し
て
い
く
と
と
も
に
、
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
も
民
間
委
託
に
よ
る
効
果
だ
と
考
え

て
お
り
、
十
分
説
明
を
行
い
、
保
護
者
や

児
童
の
不
安
解
消
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
等
、
偶
蹄
目
類
の
動

物
に
対
し
て
は
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ
等
の
網

目
状
の
も
の
を
地
面
に
設
置
す
る
こ
と

で
、
一
定
の
侵
入
防
止
効
果
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

　
道
路
等
へ
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
設
置
に
対

し
て
は
、
管
理
者
の
設
置
許
可
が
得
ら
れ

た
も
の
に
つ
い
て
、
防
護
柵
施
設
の
一
部

と
し
て
資
材
費

相
当
分
を
補
助

の
対
象
と
し
て

支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
み
よ
し
教
育
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）の
策
定
体

制
と
、
現
状
分
析
、
課
題
の
整
理
方
法
、

市
民
や
教
育
現
場
の
意
見
反
映
に
つ
い
て

伺
う
。

　
ま
た
、
教
育
都
市
み
よ
し
づ
く
り
に
向

け
て
市
行
政
全
課
に
わ
た
っ
て
取
り
組
む

べ
き
で
あ
り
、
今
後
の
具
体
的
実
施
計
画

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
地
域
戦
略
プ
ラ
ン
で
検
討
さ
れ
て
い
る

酒
屋
総
合
交
流
施
設
整
備
事
業
は
、
市
内

の
宿
泊
施
設
の
圧
迫
に
つ
な
が
ら
な
い
か
。

　
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
研
修
で
交
流
人
口
を

増
や
す
こ
と
は
い
い
こ
と
で
あ
る
が
、
既

存
の
施
設
を
利
用
す
る
た
め
の
優
遇
措
置

な
ど
で
対
応
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
教
育
委
員
会
の
各
課
か
ら
チ
ー
ム
員
を
選

出
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
み

よ
し
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
素
案
を
作
成
し
た
。

　
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
教
育
施
策
や
重

点
項
目
の
検
証
を
行
い
、
成
果
と
課
題
を

整
理
し
、
市
民
団
体
を
対
象
に
し
た
意

見
聴
取
会
や
市
内
校
長
会
等
で
意
見
を

幅
広
く
求
め
て
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）を
作
成

し
、
現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
今
後
10
年
間
の
大
き
な

理
念
、
方
針
を
示
し
て
お
り
、
三
次
市
総

合
計
画
の
中
に
し
っ
か
り
反
映
さ
せ
、
具

体
的
な
施
策
な
ど
は
推
進
計
画
の
中
で
示

し
て
い
く
。

　
酒
屋
総
合
交
流
施
設
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に

関
係
す
る
人
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
お

り
、
市
内
の
宿
泊
施
設
利
用
者
と
は
宿
泊

の
形
態
が
異
な
る
も
の
で
、
新
た
な
客
層

を
呼
び
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
内
宿
泊

施
設
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

　
現
在
、
市
場
性
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
調
査
な

ど
の
基
礎
的
な
調
査
・
分
析
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
来
年
度
、
市

内
宿
泊
施
設
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ

て
、
優
遇
措
置
も
含
め
て
具
体
的
な
運
営

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

教
育
都
市
み
よ
し
の

実
現
の
方
向
は

酒
屋
総
合
交
流
施
設
整
備
事
業

は
民
業
圧
迫
に
な
ら
な
い
か

質問1

質問1

みよし教育ビジョン

保
育
民
営
化
は
問
題
が
あ
る

質問2

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
策
と
し
て

の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
設
置
補
助
は

質問2

推
進
計
画
の
中
で
示
し
て
い
く

�

白
石
教
育
次
長

答弁1

既
存
の
宿
泊
施
設
と
の
連
携
や

優
遇
措
置
を
検
討
す
る

�

藤
井
地
域
振
興
部
長

答弁1

保
護
者
や
児
童
の
不
安
解
消
に

努
め
、
民
間
委
託
に
取
り
組
ん

で
い
く�

谷
本
子
育
て
支
援
部
長

答弁2

資
材
費
相
当
分
を
補
助
対
象
と

考
え
て
い
く�

堂
本
産
業
部
長

答弁2

竹原　孝剛
Takehara Takayoshi

平岡　　誠
Hiraoka Makoto

122012（平成24）年５月10日発行



久
保
井…

議
員

問

本
市
で
実
証
実
験
中
の
小
水
力
発
電

は
発
電
量
が
非
常
に
少
な
い
が
、
規

模
の
大
き
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答

実
証
実
験
の
検
証
作
業
の
中
で
の
検

討
課
題
で
あ
る
。

須　
山…

議
員

問

米
軍
機
の
低
空
飛
行
へ
の
対
応
は
。

答

市
内
全
域
で
の
正
確
な
実
態
把
握
を

行
い
、
中
止
要
請
も
含
め
た
独
自
の

対
応
を
行
う
。

宍　
戸…

議
員

問

三
次
町
歴
み
ち
通
り
の
防
犯
灯
の
光

源
が
ま
ぶ
し
い
が
、
事
故
が
起
こ
る

前
に
対
策
を
。

答

防
犯
灯
の
機
能
を
維
持
し
た
ま
ま
、

交
通
安
全
に
配
慮
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
光
源
を
選
定
し
、
改
善
策
を
検

討
し
て
い
く
。

伊
達（
亮
）…議
員

問

増
田
市
政
が
誕
生
し
て
間
も
な
く

１
年
が
経
過
す
る
が
、
ご
自
身
の

評
価
は
。

答

本
市
の
発
展
と
市
民
の
幸
せ
を
大
き

な
テ
ー
マ
と
し
て
、
任
期
４
年
間
を

誠
実
に
ま
い
進
し
て
い
く
決
意
で
あ

り
、
評
価
は
主
役
で
あ
る
市
民
に
お

願
い
し
た
い
。

新　
家…

議
員

問

本
市
で
の
分
娩
が
今
後
も
保
障
さ
れ

る
よ
う
対
策
を
。

答

広
島
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
医
師
の

確
保
に
努
め
、
備
北
圏
域
の
医
療
を

守
っ
て
い
く
。

向
井
殿…

議
員

問
（
仮
称
）三
次
市
民
ホ
ー
ル
の
事
業
認

定
と
用
地
買
収
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

新
年
度
の
早
い
段
階
で
基
本
設
計
を

終
え
、
事
業
認
定
を
受
け
、
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
土
地
売
買
契
約
が
締
結

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

問

保
育
所
の
民
間
委
託
業
者
の
選
定
に

当
た
っ
て
の
方
向
性
は
。

答

市
内
業
者
の
活
用
を
基
本
に
、
よ
り

よ
い
保
育
が
実
施
で
き
る
優
良
な
事

業
者
を
選
定
し
て
い
く
。

問

布
野
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
の
第
２
系

列
の
処
理
方
式
は
決
定
し
た
か
。

答

嫌
気
好
気
ろ
床
法
に
仮
設
の
流
入
量

調
整
槽
を
設
け
好
気
槽
を
増
設
し
て

実
証
実
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
下
水

道
法
の
水
質
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
の

で
、
第
２
系
列
も
同
様
に
整
備
す
る

方
針
で
あ
る
。

菅…

議
員

問

酒
屋
総
合
交
流
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
、そ
の
財
源
と
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答

現
在
、
基
礎
的
な
調
査・分
析
を
行
っ

て
お
り
、
来
年
度
基
本
計
画
を
策
定

し
て
い
く
。

問

指
定
管
理
者
の
指
定
の
議
案
は
、
指

定
管
理
料
の
予
算
と
一
体
的
に
審
査

さ
れ
る
よ
う
提
案
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答

予
算
案
の
同
時
提
案
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
施
設
毎
に
現
行
の
指
定
管
理

料
の
額
と
指
定
管
理
者
候
補
者
か
ら

の
提
案
額
を
掲
載
し
た
資
料
を
基
に

審
査
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　

今
後
に
お
い
て
も
、
審
査
を
受
け
る

た
め
の
資
料
に
つ
い
て
は
検
討
、
精

査
を
し
て
い
き
た
い
。

池　
田…

議
員

問

河
川
内
の
立
木
は
水
害
の
可
能
性
が

増
す
ば
か
り
で
な
く
、
有
害
鳥
獣

の
住
み
か
に
も
な
っ
て
い
る
が
対

策
は
。

答

国
土
交
通
省
に
伐
採
の
要
望
を
し
て

お
り
前
向
き
に
対
応
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
も
伐
採
に
協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

平　
岡…

議
員

問

教
育
へ
の
政
治
介
入
に
対
す
る
考
え

方
は
。

答

教
育
基
本
法
を
遵
守
し
、
関
係
法
令

等
に
基
づ
き
、
公
正
か
つ
適
正
に
、

不
当
な
支
配
に
服
す
る
こ
と
な
く
教

育
行
政
を
進
め
て
い
く
。

問

Ｊ
Ｒ
無
人
駅
の
ト
イ
レ
改
修
計

画
は
。

答

Ｊ
Ｒ
神
杉
駅
に
つ
い
て
は
新
年
度
予

算
案
に
改
修
予
算
を
計
上
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
吉
舎
駅
は
将
来
的

な
課
題
と
し
て
位
置
付
け
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

市
政
を
問
う
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委員会審査の経過
　９人の委員をもって構成する本委員会は、平成
21 年３月定例会において設置され、これまで 16 回
の委員会を開催し、三次市行財政改革推進計画（後
期計画）の、各取組項目の効果・効率性を含めその
進捗状況の確認を行い、その都度一定の指摘等を
行ってきた。
　特に、昨年６月には、平成 23 年度から平成 26
年度までの４年間を計画期間とする行財政改革大綱
及び推進計画策定に関し、多様な見地から幅広く意
見を述べることにより、改革に向けての方向付けを
明確にするため、７つの重点項目区分による 35 項
目の提言書を取りまとめ、提出したところである。

今後の本市の行財政改革推進に対する意見
　本市においては、昨年 12 月に比較削減効果を約 10
億円とした三次市行財政改革推進計画を策定された。
　効果的で持続可能な行政サービスを提供していく
ためには、限られた資源を有効に使い、創意と工夫

により市民満足度を高め、これまで以上の行財政改
革推進の取組が必要であり、委員会として次のとお
り意見を申し上げる。
１�　推進計画の実施においては、全職員一体となっ
た強力な推進を図られ、実効性の現れる取組とさ
れたい。
２�　計画の進捗管理の徹底を図るとともに、定期的
な検証と実態調査等により、見直しの実施も含め、
着実な目標達成を図られたい。
３�　推進計画の実施にあたっては、普通交付税優遇
措置終了後の財政基盤の確立を見通した推進を図
られたい。
４�　推進計画内容や進捗状況等の市民への周知を、
分かり易くあらゆる手段を講じて行い、市民の協
力が得られるように、行政としての説明責任を果
たされたい。
５�　全ての職員が同じ目的を持ち、納得して事業推
進が行えるよう、研修の継続等を通じて職員の認
識の統一を図られたい。

行財政改革調査特別委員長報告 平成 24年２月 29日

委員会審査の経過等
　本委員会は、平成 23 年９月に 10 人の委員をもっ
て設置され、以来精力的に委員会を開催し、新庁舎
建設について調査・研究を重ねてきた。
　特に、新庁舎建設基本計画（案）の策定に関しては、
非常に短い期間で、また、全く白紙の状態からでは
あったが、各委員が思い描く新庁舎の姿、建設事業
のあり方などについて意見を出し合い、先の 12 月
定例会において、建設基本計画に関する意見として
中間報告したところである。
　市においては、この中間報告と新庁舎建設事業市
民懇話会から出された提言書等を参考として、基本
理念、基本方針、新庁舎の規模等を示した新庁舎建

設基本計画（案）を取りまとめ、昨年末からパブリッ
クコメントを実施された。そのパブリックコメント
においては、26 件のご意見等が寄せられ、その内
容を踏まえて項目を追加し、本年１月 27 日に新庁
舎建設基本計画が策定されたところである。
　現在、新庁舎建設基本設計業務の業者選考が行わ
れているが、分散している部署の具体的な集約、駐
車場用地の確保、仮庁舎への移転等々課題は山積し
ており、委員会審査で各委員が述べたように、できる
だけ早い段階で情報を提供し、レイアウト等について
も市職員も含めて広く市民の意見を聞き、より市民が
利用しやすい庁舎が建設されることを切望する。

三次市新庁舎建設調査特別委員長報告 平成 24年２月 29日

三次市議会議員研修会
（平成24年２月 17日）

　三次市議会は、府中市立府中小学校・府中中学校の松村智由
校長を招き、全議員参加のもと「府中市における小中一貫教育
の取組」をテーマに研修会を開催しました。

142012（平成24）年５月10日発行



委員会審査の経過
　本委員会は、平成 22 年８月に 12 名の委員をもっ
て設置され、12 回の特別委員会開催と行政視察を
行う中で、改修の方法や施設のあり方、移転場所等
について慎重に審査し、その都度一定の指摘等を
行ってきた。
　また、昨年８月には、基本計画に対し、交流人口
の増大をめざし、県北の芸術文化の拠点施設として
特徴あるものとすること、市の財政的観点からの施
設規模と内容を十分検討すること等、17 項目の意
見を市長に対し提出するとともに、９月定例会にお
いて委員長報告を行い、現在策定中の基本設計及び
実施設計への反映を強く要望した。

現在策定中の（仮称）三次市民ホール
基本設計（案）に対する委員会の意見
１�　障がい者や全ての年齢層に配慮した、市民にや

さしい、市民が集いやすい施設とされたい。
２�　施設への車の出入りについては、混雑の緩和と
バス等の利用や乗降場所等に配慮するとともに、
利用者の安全対策に万全を期されたい。
３�　維持管理コストを考慮した施設の整備を行い、
経費の削減に努められたい。
４�　施設の特徴と独自性をもたせるため、特に音響
については、最新の技術を駆使した十分なものと
されたい。
５�　管理運営計画を早期に策定し、十分な運営体制
の構築と市民ニーズに応じた魅力ある催事を計画
されたい。

　これらの意見について今後十分調査・検討のうえ、
これから策定の実施設計等に反映するとともに、議
会に対する積極的かつ迅速な情報開示を行い、今後
も活発な議論が必要であることを申し添える。

　本委員会では、平成 22 年５月に「三次長寿村問題」
が発生して以来、11 回の委員会を開催し、担当部
長等の出席を求め審査を行うとともに、参考人とし
て、財団法人三次市開発公社理事長を招致し、詳し
く状況確認も行った。
　また、平成 22 年及び平成 23 年の議会報告会に
おいて、重要課題として審査状況等の報告を行うと
ともに、市民の皆さんから多くの貴重な意見もいた
だいたところである。

問題のこれまでの経過と現状
　三次市開発公社からの土地・建物の貸借人である
有限会社湯快の社長の突然の失踪が平成 22 年５月
であった。
　その後、土地・建物については判決により同年
12 月に明渡しが確定し、三次市開発公社において、
新たな借り手を探され、数社と協議されたが、施設
の老朽化等の理由によりそれ以上の進展は無く、こ
れを断念せざるを得ない結果となり、現在も施設管
理は三次市開発公社が行っている。
　この間、経営努力として土地の一部を駐車場とし
て老人保健施設と賃貸借契約されたことは評価する
ところである。

　自主再建が断念されたことから、最大の課題は
7,193 万円の三次市開発公社の債務処理となり、こ
れに関して、昨年８月から、債権者であるＪＡ三次
の代理人弁護士と三次市開発公社及び三次市の代理
人弁護士間において調整協議がされており、今月６
日には、司法の場における解決をめざして、広島地
方裁判所にＪＡ三次代理人弁護士から三次市開発公
社と三次市を相手方として調停の申し立てがされた
ところである。
　この調停の申し立てを受けて、今後、調整協議が
なされ、三次市開発公社の方針決定後、三次市とし
ての対応決定が必要となる現状である。

委員会としての意見
１�　問題発生から既に２年が経過しようとしてお
り、市としてこの問題に積極的に関与し、一日も
早い解決を図られたい。
２�　三次市開発公社の債務処理について、市民の理
解を得られる方法で解決できるよう最大の努力を
されたい。
３�　市民の関心の高い課題であり、途中経過も含め
市民への説明責任を十分に果たされたい。

三次市文化会館改修調査特別委員長報告

総務常任委員長報告（三次長寿村について）

平成 24年３月５日

平成 24年３月 16日
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　ケーブルテレビにより本会議・予算特別委員会
の模様を生放送しています。
　また、当日の夜７時から再放送をしています。
ぜひご覧ください。

　議会の本会議は、どなたでも傍聴することがで
きます。傍聴される方は、当日傍聴席の入口で傍
聴券を受け取って入場してください。車イスを利
用される方のスペースも確保しています。
　なお、団体の場合はあらかじめ議会事務局へご
連絡ください。

　市政についての意見や要望を直接市議会に提出
する制度で、議員の紹介のあるものを請願、ない
ものを陳情と言い、どなたでも提出することがで
きます。

文化財

　備後の３大祇園として有名な甲奴町小童須佐神社の大神輿は、
室町時代の永正14年（1517年）の創建である。８角形、長柄構え、
反転屋根で内部に心柱を建て、八方柱にぬき差しで固めてある。
寛文８年（1668 年）に北備５郡の人別寄附により台車に載せる
までは人力で担いだという。総重量 1.3 トン。また、この神輿の
特徴は櫛稲田姫を祭る神社であること。毎年の例大祭（７月第３
日曜日）には多くの参拝者に引かれて御旅所（武塔神社）へ神行
され、２泊されて還御される。� 昭和 34年 10月 30日指定。

（甲奴町）

広島県重要文化財

2012（平成24）年２月11日〜４月30日

議会中継をご覧ください

議会を傍聴してみませんか

次期定例会は
６月に開会する予定です。

請願・陳情の提出について

お問い合わせは　議会事務局へ
TEL 0824-62-6179　FAX 0824-62-6110
Eメールアドレス
gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp

議会のうごき

　

本
号
が
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
新
議
会
に
お
け
る
議
長
・
副
議
長
な
ど
の
議
会
構
成
が

決
ま
り
、
議
会
の
動
き
が
見
え
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
増
田
市
長
が
掲
げ
る
生
活
最
優
先
都
市
三
次
を
め
ざ
す
と
位
置
付
け
ら
れ
た
新

年
度
各
当
初
予
算
（
案
）
や
条
例
改
正
（
案
）
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
予
算
審
議
の
特
徴
と
し
て
、
分
科
会
に
分
か
れ
て
の
審
査
を
や
め
て
、
す
べ
て
予
算
特
別
委
員

会
で
の
審
査
と
し
た
こ
と
で
す
。

　

今
任
期
最
後
の
「
議
会
だ
よ
り
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

少
し
で
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
委
員
一
同
紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
た
つ
も
り
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
も
残
り
ま
し
た
。
反
省
も
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
意
見
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
平
岡　

誠
）

あ
と
が
き

４月� 18日　長崎県長崎市（人口増加推進プラン、地域水道ビジョン）

行政視察受入状況

須佐神社の大神輿

２月� 13日　新庁舎建設調査特別委員会
� 17日　議会全員協議会、議員研修会
� 21日　議会運営委員会、３月定例会告示
� 28日　議会運営委員会
� 29日　�議会運営委員会、３月定例会本会議、予算特別委員会、

議会運営委員会小委員会

３月� ２日　本会議（一般質問）、文化会館改修調査特別委員会
� ５日　本会議（一般質問）、会派代表者会議
� ６日　本会議（一般質問）、議会運営委員会
� ７日　各常任委員会
� ９日　予算特別委員会
� 12〜14日　予算特別委員会
� 14日　議会運営委員会
� 15日　議員全員協議会、総務常任委員会
� 16日　議会運営委員会、３月定例会本会議

４月� 16日　議員全体会議
� 24日　会派代表者会議
� 27日　第１回臨時会告示、会派代表者会議

み
よ
し
市
議
会
だ
よ
り


